
⇒

⇒

授業内で定着の度合いを確認して実態をとらえ
ながら、あゆみタイム（朝自習）の時間に学習進度
に合わせた予習・復習に取り組む。計画的に「スタ
ディサプリ」や「ドリルパーク」に取り組む【月３～
４回程度】

思考・判断・表現

日常の中で必要感のある設問を設定しつつ、ICT
機器の共同編集機能などを活用しながら協働的
な学びにつながる活動を取り入れていく【単元の
中で１～２時間程度実施】

<学習上の課題>
根拠となる部分を引用し、自分の考えを具体的
に書き表すことが難しい児童が多い
<指導上の課題>
児童が必要感をもって課題に向き合い、自らの
考えを他者に伝え、自己・他者評価を通して肯定
的な経験をすることが少ない

知識・技能

<学習上の課題>
算数「数と式」の乗法除法や小数・分数の問題で
誤答する児童の割合が高い
<指導上の課題>
児童の実態を正確に把握し、反復・習熟させるた
めの時間を授業内で確保することが難しい

授業改善策【評価方法】学習上・指導上の課題
①

今年度の課題と授業改善策

知識・技能

思考・判断・表現

必要感のある設問の設定や表現力の向上をね
らったICT機器の効果的な活動は一定の効果を
あげていることが児童の意識調査からもわか
る。一方でイメージを膨らませる、予想し、比較
することが苦手な児童が一定数いることがわ
かってきた。

C

B

学校課題研究の中で次の２点に取り組んでい
く。
①効果的な適用問題の取り入れ方を実践、協議
して授業に活用する。
②問題の量や質について考えつつ、反復させ
る。【毎時間５分間程度】

現在行っている取組を授業内で引き続き実施
するとともに、思考の深まりや想像し、表現する
力の向上のために、読書や読み取った内容を他
者に伝える活動、読み聞かせ活動の実施機会を
確保する。【週１回実施】

朝自習の時間確保はできているものの、基礎・
基本の定着を図り、多くの児童に身に付けさせ
たという段階にはまだ達していない。今後も継
続して取組を続けていき、定期的に定着の度合
いを測っていく

③
評価（※）

中間期見直し中間期報告

授業改善策の達成状況 授業改善策【評価方法】

知識・技能

思考・判断・表現

さいたま市学習状況調査結果について（分析・考察）④

思考・判断・表現

知識・技能

評価（※） 授業改善策の達成状況⑤

国語では熟語や漢字そのものの定着が不十分で、新出の語句を丁寧に指導し、語彙力を高める取組が必要であると考えられ
る。算数においては、四則計算のうち、除法の誤答が多く計算方法を正しく身に付けられていないほか、表とグラフでも見方
がわからず、数値を正しく読み取ることが難しい児童が見られる。基礎的な知識・技能については国語や算数だけの時間でな
く、社会をはじめ他教科とのかかわりから必要感の高い資料などを扱い、正確な数値の読み方や変化の様子をとらえられる
よう意図的にくり返し指導をする機会を設ける。日々取り組んでいる授業や宿題でも、基礎的計算力や語彙力を高められる
ような取組（計算ドリルや読書活動、意味調べなど）を大切にしたい。

思考・判断・表現

国語では物語内での登場人物の心情を読み取ることや説明文での筆者の考え（要点）を適切にまとめて表すことができてい
ない。算数では箱の中に入る球のイメージが先行してしまい、その奥にある問われていることの本質をとらえることができて
いなかったり、分かっていてもそれを正しい計算で解答を導き出せなかったりしていた。どちらの教科にも共通している傾向
は、記述する問題に苦手感があり、長い文章題を目の前にすると、そもそも最初から解答することをあきらめてしまう無回答
の児童も一定数おり、改善すべき点である。文章の解読や苦手感の克服には読書の機会を多くもったり、普段の授業から同
型の問題に取り組んだりする「慣れ」が必要だと感じる。

② 全国学力・学習状況調査結果について（分析・考察）

知識・技能

次年度への課題と授業改善策

思考・判断・表現

知識・技能

⑥

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）

令和６年度版「学力向上ポートフォリオ（学校版）」【海老沼小学校】

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


